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は
じ
め
に

筆
者
は
、
日
本
中
世
禅
林
を
、
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）、
中
期

（
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）、
後
期
（
応
仁
の
乱
頃
か
ら
室
町
時
代
末
期
）
の
三

期
に
区
分
し
、
各
時
期
毎
に
中
国
文
人
の
為
人
と
そ
の
作
品
が
禅
僧
達
に
い
か
に
受
容
さ
れ

て
い
た
か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

初
期
に
お
い
て
既
に
広
く
受
容
さ
れ
た
中
国
文
人
の
一
人
に
柳
宗
元
が
い
る
。
彼
の
優
れ

た
文
章
や
、
詩
文
に
含
ま
れ
る
禅
的
要
素
、
様
々
な
事
柄
に
対
す
る
批
評
が
、
初
期
禅
僧
の

関
心
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
論
じ
た①
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
中
期
に
お
い
て
柳
宗

元
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
結
果
、
初
期
の
受
容
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
考
察
す
る
。

一
、
柳
宗
元
の
為
人
に
着
目

柳
宗
元
は
幼
い
頃
か
ら
聡
明
で
、貞
元
九
年
（
七
九
三
）、二
十
一
歳
の
時
に
進
士
に
及
第
、

青
年
期
に
中
央
の
政
界
で
活
躍
す
る
。
し
か
し
、
政
争
に
敗
れ
、
貞
元
二
一
年
（
八
〇
五
）、

永
州
に
左
遷
さ
れ
、
こ
の
地
で
十
年
間
滞
在
し
た
後
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
今
度
は
柳

州
に
左
遷
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
地
で
も
優
れ
た
治
政
を
施
し
民
を
感
化
す
る
も
、
不
遇
の
ま

ま
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
死
後
、
韓
愈
に
よ
っ
て
墓
誌
銘
が
製

せ
ら
れ
、
劉
禹
錫
に
よ
っ
て
作
品
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
波
瀾
に
富
ん
だ
柳
宗
元
の
生
涯
は
、
中
期
禅
僧
の
着
目
す
る
対
象
と
な
っ
た
。

西
胤
俊
承
（
一
三
五
八
～
一
四
二
二
）
は
﹁
賛
柳
々
州
﹂（﹃
眞
愚
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠

じ
て
い
る
。

曾
隸
貞
元
罪
藉
名
、
一
麾
遠
出
守
龍
城
。

鵝
山
秀
色
柳
江
緑
、
猶
見
先
生
治
化
清
。

曾
て
貞
元
に
罪
藉
の
名
を
隸
せ
ら
れ
、
一
麾 

遠
出
し
て
龍
城
に
守
た
り
。
鵝
山 

秀
色
に

し
て 

柳
江
緑
な
る
は
、
猶
ほ
先
生
の
治
化
の
清
き
を
見
る
が
ご
と
し
。

前
半
に
、
嘗
て
柳
宗
元
が
貞
元
二
一
年
に
罪
の
名
を
着
せ
ら
れ
、
左
遷
後
に
柳
州
府
の
龍
城

に
お
い
て
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
地
の
鵞
山
が
秀
麗
で
、
柳
江
が
澄

ん
だ
緑
色
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
柳
宗
元
の
政
治
の
感
化
が
清
明
で
あ
っ
た
現
れ
の
よ
う
で

あ
る
と
す
る
。

東
沼
周

（
一
三
九
一
～
一
四
六
二
）
は
﹁
祭
椿
齢
寿
公
文
﹂（﹃
流
水
集
﹄
五
）
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

応
永
某
日
︹
年
︺、
龍
集
某
春
、
吾
公
作
詩
、
齢
纔
七
也
。
諸
老
会
従
、
賓
客
奇
絶
。

韶
晨
探
花
、
秋
夕
賞
月
、
公
以
能
詩
之
名
、
穎
脱
乎
諸
子
之
列
。
人
僉
謂
公
子
厚
長
吉
。

応
永
某
日
︹
年
︺、
龍
集
某
の
春
、
吾
が
公  

詩
を
作
す
に
、
齢
は
纔
わ
づ
か
に
七
な
り
。
諸
老  

会
従
し
、
賓
客  
奇
絶
す
。
韶
晨
に
探
花
し
、
秋
夕
に
賞
月
し
、
公 

詩
を
能
く
す
る
の
名

を
以
て
、
諸
子
の
列
に
穎
脱
す
。
人
は
僉み

な
公
を
子
厚
・
長
吉
と
謂
ふ
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
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東
沼
は
椿
齢
の
祭
文
を
製
す
る
に
当
た
り
、
椿
齢
の
幼
少
期
を
懐
古
し
て
い
る
。
応
永

（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）
某
年
、
歳
次
某
の
春
に
お
い
て
、
椿
齢
□
寿
は
詩
を
製
す
る
に

あ
た
り
、
齢
は
わ
ず
か
に
七
歳
で
あ
っ
た
。
諸
老
は
集
ま
り
や
っ
て
来
て
、
賓
客
は
み
な
そ

の
奇
抜
な
才
能
を
称
し
た
。
美
し
い
朝
に
は
花
を
愛
で
、
秋
の
夕
に
は
月
を
眺
め
、
椿
齢
は

優
れ
た
詩
を
作
る
こ
と
で
名
を
成
し
、
諸
子
よ
り
抜
き
ん
出
た
。
そ
の
た
め
、
人
は
皆
な
椿

齢
の
こ
と
を
子
厚
・
長
吉
と
称
し
た
と
い
う
。
東
沼
は
、
椿
齢
を
幼
少
か
ら
聡
明
で
あ
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
柳
宗
元
と
李
賀
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
五
山
で
行
わ
れ
た
五
山
版
﹃
新
刊

五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
﹄
に
は
、
劉
禹
錫
の
序
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

﹁
子
厚
始
以
童
子
有
奇
名
於
貞
元
初
、
至
九
年
、
為
名
進
士
。﹂（
子
厚 

始
め
童
子
を
以
て
奇

名
を
貞
元
初
に
有
し
、
九
年
に
至
り
、
名
を
進
士
に
為
す
。）
と
あ
り
、
柳
宗
元
が
少
壮
気

鋭
の
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
禅
僧
は
こ
れ
ら
の
序
を
披
見
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。ま

た
同
じ
く
東
沼
は
﹁
柳
髪
﹂（﹃
流
水
集
﹄
三
）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

六
十
過
三
奈
白
頭
、
拉
君
妙
鑒
五
橋
流
。

紅
顔
緑

知
何
似
、
天
下
奇
童
柳
柳
州
。

六
十
過
ぐ
る
こ
と
三 

白
頭
を
奈
い
か
ん
せ
ん
、
君
を
拉ひ

き
て
妙
鑒
す 

五
橋
の
流
れ
。
紅
顔 

緑

 

何
に
か
似
る
を
知
ら
ん
、
天
下
の
奇
童 

柳
柳
州
。

東
沼
は
童
子
の
し
な
や
か
で
美
し
い
髪
を
詠
ん
で
い
る
。
自
身
は
六
十
三
歳
に
な
り
、
白
髪

頭
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
嘆
く
。
じ
っ
と
五
條
大
橋
よ
り
川
の
流
れ
を
見
た
と
こ
ろ
、
連

れ
て
き
た
童
子
の
紅
顔
と
黒
髪
の
姿
が
映
っ
て
い
る
。
一
体
誰
に
似
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

天
下
に
奇
童
と
知
ら
れ
た
柳
宗
元
と
言
え
よ
う
と
称
賛
し
て
い
る
。
東
沼
は
こ
の
詩
に
お
い

て
も
劉
禹
錫
の
序
を
意
識
し
て
い
る
。

天
章
澄
彧
（
？
～
一
四
三
〇
？
）
は
﹁
賛
劉
賓
客
﹂（﹃
栖
碧
摘
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠

じ
て
い
る
。

元
和
才
子
有
誰
儔
、
栄
辱
同
心
柳
柳
州
。

詠
得
桃
花
甘
放
逐
、
詩
名
千
古
獨
風
流
。

元
和
の
才
子 

誰
か
儔
と
も
が
ら

有
ら
ん
、
栄
辱 

同
心 

柳
柳
州
。
詠
じ
て
桃
花
を
得
る
も
放
逐
に

甘
ん
ず
、
詩
名 

千
古 

獨
り
風
流
な
り
。

天
章
は
劉
禹
錫
を
賛
し
て
い
る
。
元
和
年
間
の
才
子
・
劉
禹
錫
に
と
っ
て
の
優
れ
た
友
人
と

し
て
誰
が
居
る
か
と
い
え
ば
、
栄
辱
を
と
も
に
し
志
を
同
じ
く
し
た
柳
宗
元
が
居
る
と
答
え

て
い
る
。
劉
禹
錫
は
﹁
再
遊
玄
都
観
﹂
詩
に
お
い
て
桃
花
を
詠
じ
る
こ
と
で
政
界
よ
り
放
逐

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
風
流
の
趣
は
禹
錫
の
み
成
し
得
る
こ
と
で
あ
り
、
以

来
ず
っ
と
そ
の
詩
の
誉
れ
は
変
わ
ら
な
い
と
称
賛
し
て
い
る
。

初
期
に
較
べ
る
と
、
柳
宗
元
の
人
物
と
し
て
の
特
徴
や
人
間
関
係
に
言
及
し
て
お
り
、
柳

宗
元
に
関
す
る
考
究
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
柳
宗
元
詩
を
典
拠
と
す
る
画
図
賛
詩

中
期
に
な
る
と
、各
寺
院
に
塔
頭
や
寮
舎
の
創
建
が
増
加
す
る
に
従
い
、中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
書
院
や
書
斎
を
中
心
と
す
る
建
築
様
式
が
移
入
さ
れ
、
必
然
的
に
そ
れ
ら
の
装
飾
に
必
要

な
水
墨
画
や
障
壁
画
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
画
図
に
は
禅
の
宗
旨
が
多
分
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
図
の
上
に
禅
僧
の
賛
を
求
め
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
画

図
と
そ
れ
に
賛
詩
を
詠
む
風
潮
が
急
速
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。

柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
も
水
墨
画
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、禅
僧
が
賛
詩
を
付
し
て
い
る
。

﹁
江
雪
﹂
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

千
山
鳥
飛
絶
、
萬
徑
人
蹤
滅
。

孤
舟
簑
笠
翁
、
獨
釣
寒
江
雪
。

千
山 
鳥 
飛
ぶ
こ
と 

絶
え
、
萬
徑 

人
蹤
滅
す
。
孤
舟 

簑
笠
の
翁
、
獨
り
釣
る 

寒
江
の
雪
。

全
て
の
山
で
は
鳥
の
飛
ぶ
こ
と
も
無
く
な
り
、
全
て
の
小
道
で
は
、
人
の
歩
ん
だ
跡
が
積
雪

の
た
め
消
え
て
し
ま
っ
た
。
一
艘
の
小
舟
に
は
、
蓑
と
編
み
笠
姿
の
老
人
が
、
寒
々
と
し
た

雪
の
降
る
川
で
、
一
人
だ
け
魚
を
釣
っ
て
い
る
。
柳
宗
元
は
冬
の
山
水
に
溶
け
込
む
漁
翁
の
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姿
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。
禅
僧
は
、
こ
う
し
た
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
境
地
を
好
ん

で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
は
﹁
扇
面
雪
江
獨
釣
﹂（﹃
空
華
集
﹄）
で
次
の
よ

う
に
詠
じ
て
い
る
。

江
上
群
山
雪
打
圍
、
分
明
寫
出
柳
州
詩
。

漁
翁
不
解
催
詩
思
、
只
愛
江
魚
上
釣
絲
。

江
上
の
群
山 

雪
ふ
る
も
打
圍
す
、
分
明
に
寫
出
す 

柳
州
が
詩
。
漁
翁
は
解
さ
ず 

詩
思
を

催
さ
ん
こ
と
を
、
只
だ
愛
す 
江
魚
の
釣
絲
に
上
る
こ
と
を
。

扇
面
に
描
か
れ
た
﹁
雪
江
獨
釣
図
﹂
に
対
す
る
賛
詩
で
あ
る
。
ま
ず
江
上
の
多
く
の
山
に
は

雪
が
降
り
、
そ
の
中
で
漁
を
し
て
い
る
、
と
画
上
の
光
景
を
言
い
、
そ
れ
は
柳
宗
元
の
詩
を

鮮
明
に
写
し
出
し
て
い
る
、
と
画
師
の
巧
み
さ
を
称
す
る
。
次
い
で
漁
師
は
詩
思
を
駆
り
立

て
ら
れ
る
こ
と
な
ど
気
に
せ
ず
、
た
だ
魚
が
釣
り
糸
に
か
か
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
、
と
画
中
の
漁
翁
の
心
中
を
忖
度
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
。

絶
海
中
津
（
一
三
三
六
～
一
四
〇
五
）
は
﹁
寒
江
獨
釣
圖
﹂（﹃
蕉
堅
藁
﹄）
に
次
の
よ
う

に
詠
ん
で
い
る
。

獨
釣
寒
江
何
處
翁
、
莎
衣
堪
雪
又
堪
風
。

得
魚
只
換
漁
村
酒
、
未
必
客
星
驚
漢
宮
。

獨
り
寒
江
に
釣
る
は
何い
づ
こ處

の
翁
か
、
莎
衣
は
雪
に
堪
へ
又
た
風
に
堪
ふ
。
魚
を
得
れ
ば
只

だ
漁
村
の
酒
と
換
へ
、
未
だ
必
ず
し
も
客
星 

漢
宮
を
驚
か
さ
ず
。

一
人
で
冬
の
川
で
釣
り
を
し
て
い
る
の
は
ど
こ
の
老
翁
か
、
蓑
衣
を
ま
と
っ
て
雪
や
風
に

や
っ
と
耐
え
て
い
る
。
魚
を
釣
っ
て
も
た
だ
漁
村
の
酒
と
交
換
す
る
だ
け
で
、
厳
光
の
よ
う

に
宮
中
に
招
か
れ
た
り
し
な
い
。
こ
こ
で
絶
海
は
、
厳
光
が
光
武
帝
に
招
か
れ
て
寝
食
を
共

に
し
た
時
、
光
武
帝
の
腹
に
足
を
載
せ
て
寝
た
と
い
う
﹃
後
漢
書
﹄
に
見
え
る
故
事
を
引
用

し
、
漁
翁
に
出
世
の
欲
望
が
な
い
意
を
付
与
し
て
い
る
。

西
胤
俊
承
は
﹁
寒
江
釣
雪
圖
﹂（﹃
眞
愚
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

雪
如
席
大
浪
如
山
、
獨
釣
漁
翁
晩
來
還
。

不
是
苦
心
憂
世
亂
、
江
風
吹

自
添
班
。

雪
は
席
む
し
ろ

の
大
な
る
が
如
く 

浪
は
山
の
如
し
、
獨
釣
の
漁
翁 

晩
來
還
る
。
是
れ
心
を
苦
し

め
て
世
の
亂
を
憂
へ
ず
、
江
風 

を
吹
き
自
ら
班
を
添
ふ
。

西
胤
は
、雪
が
大
き
な
筵
の
よ
う
に
一
面
に
白
く
敷
き
つ
め
、波
が
山
の
よ
う
に
舞
い
上
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
一
人
で
釣
り
を
す
る
漁
翁
は
夕
暮
れ
に
な
る
と
帰
っ
て
い
く
、
と
画
上

の
様
子
を
詠
じ
る
。
次
い
で
漁
翁
に
つ
い
て
、
苦
慮
し
て
世
の
混
乱
を
憂
う
こ
と
な
く
、
江

を
吹
く
風
が
髪
を
も
吹
き
飛
ば
し
、
雪
で
自
ず
と
白
髪
頭
と
な
る
、
と
俗
世
に
関
心
の
な
い

様
子
を
詠
じ
て
い
る
。

心
田
清
播
（
？
～
一
四
四
七
）
は
﹁
寒
江
釣
雪
図
﹂（﹃
心
田
詩
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠

じ
て
い
る
。

江
湖
未
必
換
三
公
、
一
頂
玻
璃
雪
一
蓬
︵
篷
カ
︶。

為
問
漁
翁
有
詩
否
、
黄
蘆
湾
口
落
花
風
。

江
湖 

未
だ
必
ず
し
も
三
公
に
換
へ
ず
、
一
頂
の
玻
璃 

雪
一
篷
。
為
に
漁
翁
に
問
ふ 

詩
有

る
や
否
や
、
黄
蘆 

湾
口 

落
花
の
風
。

画
上
の
隠
士
の
住
む
江
湖
は
、
た
と
え
三
公
で
も
取
り
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
境
涯
で
あ

り
、
美
し
い
川
に
は
雪
に
覆
わ
れ
た
舟
の
苫
が
見
え
る
。
そ
こ
で
漁
翁
に
詩
を
詠
ん
で
い
る

か
ど
う
か
尋
ね
て
み
た
も
の
の
、
た
だ
入
り
江
近
く
に
生
じ
た
黄
色
の
枯
れ
た
葦
に
花
を
吹

き
落
と
す
風
が
吹
く
の
み
で
あ
る
と
す
る
。

﹁
寒
江
独
釣
図
﹂
は
、
雪
が
降
る
山
水
の
中
で
隠
者
の
生
活
を
送
る
漁
翁
の
姿
を
描
写
し

た
画
図
で
あ
り
、
禅
僧
は
賛
詩
を
付
す
に
際
し
、
画
図
の
禅
境
に
憧
憬
を
抱
い
て
心
境
を
吐

露
し
て
い
る
。

後
に
詳
述
す
る
が
、
柳
宗
元
が
永
州
の
地
で
好
ん
だ
景
勝
に
﹁
愚
渓
﹂
が
あ
る
。
も
と
も

と
は
﹁
冉
渓
﹂
と
呼
ば
れ
る
渓
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
暗
愚
を
そ
の
渓
に
込
め
て
﹁
愚
渓
﹂

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
禅
僧
は
屡
々
﹁
愚
渓
﹂
を
詩
文
中
に
詠
出
し
て
い
る
。
江
西
龍
派
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（
一
三
七
五
～
一
四
四
六
）
は
﹁
題
愚
渓
図
﹂（﹃
続
翠
詩
藁
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

乱
山
千
畳
瘴
南
天
、
一
帯
愚
渓
若
画
然
。

洗
尽
騒
人
無
限
恨
、
佳
名
又
託
老
禅
伝
。

乱
山 
千
畳 

南
天
に
瘴
あ
り
、
一
帯
の
愚
渓 

画
の
若
く
然
り
。
騒
人
の
無
限
の
恨
を
洗
ひ

尽
く
し
、
佳
名 

又
た
老
禅
の
伝
ふ
る
に
託
す
。

﹁
寒
江
独
釣
図
﹂
と
同
様
、
愚
渓
を
モ
デ
ル
に
し
た
画
図
に
賛
詩
を
付
し
て
い
る
。
愚
渓
で

は
多
く
の
山
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
南
の
天
に
は
毒
気
を
含
み
、
そ
れ
ら
一
帯
の
渓
谷
は
ま

る
で
絵
の
よ
う
だ
と
い
う
。
そ
し
て
詩
人
の
無
限
の
恨
み
を
洗
い
尽
く
し
、
そ
の
素
晴
ら
し

い
愚
渓
の
名
が
禅
の
世
界
に
託
さ
れ
て
伝
播
さ
れ
て
い
く
と
賛
し
て
い
る
。

柳
宗
元
の
作
品
を
画
図
の
題
材
に
用
い
て
い
な
い
が
、
画
図
よ
り
柳
宗
元
の
こ
と
を
想
起

し
て
い
る
作
品
が
存
す
る
。
義
堂
周
信
は
﹁
題
扇
面
四
十
二
首
其
三
十
九
﹂（﹃
空
華
集
﹄）

で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

江
似
練
兮
山
似
劍
、
謝
公
句
對
柳
公
詩
。

一
齊
寫
出
深
深
意
、
不
是
會
詩
人
不
知
。

江
は
練
の
似ご
と

く
山
は
劍
の
似
し
、
謝
公
が
句
は
柳
公
が
詩
に
對
す
。
一
齊
に
寫
出
す 

深

深
た
る
意
、
是
れ
詩
を
會
せ
ず
ん
ば
人
知
ら
ず
。

扇
面
を
見
る
と
、
そ
の
江
は
白
絹
の
ご
と
く
、
そ
の
山
は
剣
先
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
は

謝

が
﹁
晩
登
三
山
還
望
京
邑
﹂
詩
で
﹁
澄
江
靜
如
練
﹂（
澄
江 

靜
か
な
る
こ
と
練
の
如
し
）

と
詠
じ
た
江
と
、柳
宗
元
が
﹁
與
浩
初
上
人
同
看
山
寄
京
華
親
故
﹂
詩
で
﹁
海
畔
尖
山
似
劍
鋩
﹂

（
海
畔 

尖
山 

劍
鋩
に
似
る
）
と
詠
じ
た
山
が
相
対
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
一
度

に
奥
深
い
真
意
を
写
し
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
詩
を
理
解
し
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。

西
胤
俊
承
は
﹁
樹
學
試
選
圖
﹂（﹃
眞
愚
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

柳
民
期
受
儀
曹
鑑
、
潮
士
堪
登
吏
部
場
。

今
日
村
中
攀
桂
手
、
他
時
天
上
探
花
郎
。

柳
民 

儀
曹
の
鑑
を
受
く
る
を
期
し
、
潮
士 

吏
部
の
場
に
登
る
に
堪
ふ
。
今
日 

村
中 

攀

桂
の
手
、
他
時 

天
上
の
探
花
郎
。

こ
こ
で
は
、
官
吏
に
登
用
さ
れ
た
様
子
を
画
図
に
描
い
て
い
る
。
前
半
部
に
お
い
て
、
柳
州

の
民
は
柳
宗
元
が
儀
曹
の
官
を
受
け
る
こ
と
を
願
い
、
韓
愈
は
吏
部
に
登
用
さ
れ
た
、
と
柳

宗
元
と
韓
愈
を
画
図
に
関
連
さ
せ
て
詠
ん
で
い
る
。

画
図
が
横
行
し
、
賛
詩
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
期
に
入
っ
て
か
ら
の
一
つ
の
特
徴
と
言

え
る
。
禅
僧
は
可
能
な
限
り
で
禅
境
と
一
致
す
る
画
図
を
対
象
に
選
び
、
画
柄
に
相
応
し
い

故
事
を
賛
詩
に
詠
出
し
て
い
る
。
上
記
の
何
れ
の
場
合
に
も
柳
宗
元
の
作
品
の
影
響
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
柳
宗
元
の
詩
文
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
証
さ
れ
る
と
言
え
よ

う
。

三
、
禅
の
宗
旨
と
柳
宗
元

〈
柳
宗
元
と
愚
渓
〉

柳
宗
元
は
永
州
の
地
に
流
さ
れ
た
折
、
自
身
が
愚
か
で
あ
っ
た
た
め
こ
の
地
に
流
さ
れ
た

と
し
て
、
八
つ
の
景
勝
地
に
﹁
愚
﹂
字
を
加
え
て
呼
称
し
て
い
る
。
柳
宗
元
は
中
で
も
﹁
愚

渓
﹂
を
特
に
気
に
入
っ
て
お
り
、し
ば
し
ば
作
品
中
に
詠
出
し
て
い
る
。
そ
の
﹁
愚
渓
﹂
は
、

禅
僧
が
宗
旨
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
る
場
面
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

義
堂
周
信
は
﹁
愚
谿
説
﹂（﹃
空
華
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
嘗
爲
禪
者
作
愚
谿
説
。
今
金
峯
崇
智
知
客
、將
歸
豊
城
、需
余
命
字
。
仍
以
愚
谿
稱
之
。

且
檢
舊
稾
得
其
説
、
削
去
首
尾
數
十
字
、
而
爲
之
説
曰
、
愚
谿
蓋
唐
柳
州
所
謂
八
愚
其

一
也
。
故
世
之
言
愚
谿
者
、
例
而
取
之
。
而
柳
子
也
、
其
文
章
高
妙
、
固
嘗
與
韓
氏
並

駕
、
齊
駆
於
一
代
矣
。
惟
夫
以
蹈
道
弗
謹
、
與
劉
夢
得
、
眤
比
王
氏
之
黨
、
預
乎
南
遷

之
責
。
故
張
芸
叟
曰
、
舍
文
字
語
言
之
外
、
復
何
有
哉
。
則
吾
爲
上
人
不
取
焉
。
嘗
聞

古
之
人
建
大
業
、
策
大
勳
、
而
聞
于
天
下
、
利
乎
後
世
也
。
方
其
草
昧
艱
難
之
際
、
以

愚
自
養
、
待
時
而
動
、
若
我
鼻
祖
能
大
師
也
。
大
師
始
以
居
士
謁
五
祖
馮
母
山
、
以
愚
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自
晦
、
執
于
井
臼
之
役
、
迄
于
五
祖
密
授
之
衣
盂
、
南
旋
嶺
外
、
創
業
於
曹
氏
之
谿
以

居
、
而
後
厥
法
遂
横
被
乎
天
下
矣
。
今
上
人
愚
以
養
之
、
谿
以
容
之
。
待
辰
之
來
而
行

之
、
則
大
業
之
立
也
。

余 
嘗
て
禪
者
の
爲
に
愚
谿
の
説
を
作
す
。
今
金
峯
の
崇
智
知
客
、
將
に
豊
城
に
歸
ら
ん

と
す
る
に
、
余
に
字
を
命
ぜ
ん
こ
と
を
需も
と

む
。
仍よ

り
て
愚
谿
を
以
て
之
を
稱
す
。
且
つ
舊

稾
を
檢け
み

し
て
其
の
説
を
得
、
首
尾
の
數
十
字
を
削
り
去
り
、
而
し
て
之
の
説
を
爲
し
て
曰

く
、
愚
谿
は
蓋
し
唐
柳
州
の
所
謂
る
八
愚
の
其
の
一
な
り
。
故
に
世
の
愚
谿
と
言
ふ
は
、

例
へ
て
之
を
取
る
。
而
し
て
柳
子
や
、
其
の
文
章
高
妙
に
し
て
、
固
に
嘗
て
韓
氏
と
駕
を

並
べ
、
齊
し
く
一
代
を
駆
く
。
惟
だ
夫
れ
道
を
蹈
む
を
謹
し
ま
ざ
る
を
以
て
、
劉
夢
得
と
、

王
氏
の
黨
に
眤
比
し
、
南
遷
の
責
に
預
か
る
。
故
に
張
芸
叟
曰
く
、
文
字
語
言
を
舍お

く
の

外
に
、
復
た
何
か
有
ら
ん
や
、
と
。
則
ち
吾 
上
人
の
爲
に
取
ら
ず
。
嘗
て
古
の
人 

大
業

を
建
て
、
大
勳
を
策し
る

し
て
、
天
下
に
聞
え
、
後
世
に
利
あ
る
を
聞
く
な
り
。
其
の
草
昧
艱

難
の
際
に
方あ
た

り
て
、
愚
を
以
て
自
ら
養
ひ
、
時
を
待
ち
て
動
く
は
、
我
が
鼻
祖
の
能
大
師

の
若
き
な
り
。
大
師 

始
め
居
士
を
以
て
五
祖
に
馮
母
山
に
謁
し
て
、
愚
を
以
て
自
晦
し
、

井
臼
の
役
を
執と

り
、
五
祖
の
密
か
に
之
に
衣
盂
を
授
く
る
に
迄
り
、
南
の
か
た
嶺
外
に
旋か
へ

り
て
、
業
を
曹
氏
の
谿
に
創
り
て
以
て
居
し
、
而
し
て
後 

厥そ

の
法 
遂
に
横
ほ
し
い
ま
まに
天
下
に

被
ら
し
む
。
今 

上
人
は
愚
に
し
て
以
て
之
を
養
ひ
、
谿
は
以
て
之
を
容
る
。
辰と
き

の
來
る

を
待
ち
て
之
を
行
へ
ば
、
則
ち
大
業
の
立
つ
る
な
り
。

崇
智
知
客
（
愚
渓
崇
智
）
が
豊
城
に
帰
る
際
に
﹁
愚
渓
﹂
の
字
説
を
義
堂
に
求
め
て
い
る
。

義
堂
は
、
本
来
﹁
愚
渓
﹂
と
言
え
ば
柳
宗
元
の
八
愚
の
一
つ
に
あ
た
る
﹁
愚
渓
﹂
が
想
起
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
し
て
柳
宗
元
に
つ
い
て
述
べ
る
。
柳
宗
元
は
、
そ
の
文
章
は
韓
愈
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
の
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
道
を
重
ん
じ
る
も
慎
ま
な
か
っ
た
た
め
、
劉
禹
錫
と

共
に
王
叔
文
一
派
の
罪
に
連
座
し
て
南
遷
に
遭
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
対
し

て
張
舜
民
が
﹁
史
説
﹂
の
中
で
、
柳
宗
元
や
劉
禹
錫
は
文
字
語
言
を
除
い
て
し
ま
っ
た
な
ら

ば
他
に
何
が
残
る
の
か
、
と
批
判
し
た
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
で
﹁
愚
渓
﹂
を
柳
宗
元
の
故
事

に
取
ら
な
い
と
し
、
な
ら
ば
、
世
が
未
成
熟
な
と
き
に
当
た
っ
て
は
自
ら
を
愚○

と
し
て
修
養

し
、
時
が
来
る
の
を
待
っ
て
行
動
し
、
そ
の
結
果
大
業
を
立
て
、
勲
功
が
記
さ
れ
た
六
祖
慧

能
の
故
事
よ
り
字
号
を
取
っ
た
と
す
る
。
慧
能
が
五
祖
に
謁
し
、
わ
ざ
と
自
分
の
才
能
を
隠

し
て
家
事
に
専
念
す
る
も
、
五
祖
よ
り
衣
を
受
け
継
ぐ
や
南
の
曹
渓○

に
お
い
て
業
を
立
て
、

そ
の
後
天
下
に
そ
れ
を
広
め
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
直
接
に
柳
宗
元
の
故
事
よ
り
命
名
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
柳
宗
元
の
文
才
と
為
人
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

義
堂
周
信
は
﹁
愚
翁
説
﹂（﹃
空
華
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

故
慧
日
特
峯
老
人
、
名
其
子
曰
堅
慧
、
表
其
字
曰
愚
翁
。
老
人
既
西
歸
後
三
年
庚
申
春
、

翁
言
旋
舊
業
、
出
紙
命
予
爲
字
説
。
乃
告
之
曰
、
古
之
士
以
愚
稱
於
世
者
多
矣
。

武

子
以
愚
隱
於
無
道
、
顏
子
淵
以
愚
樂
於
陋
巷
、
柳
刺
史
以
八
愚
鳴
於
不
遇
。
或
詐
而
愚
、

或
謙
而
愚
、
或
眞
而
愚
。
吾
皆
爲
子
不
取
焉
。
惟
夫
慧
而
匪
堅
、
則
狂
也
。
堅
而
匪
慧
、

則
頑
也
。
既
堅
而
慧
矣
。
而
晦
之
不
以
愚
、則
黠
焉
。
既
晦
而
愚
矣
。
而
燭
之
不
以
知
、

則
蔽
矣
。
惟
堅
與
慧
交
資
、
而
愚
之
與
知
互
益
、
而
後
吾
事
濟
矣
。

故
の
慧
日
特
峯
老
人
、
其
の
子
に
名
づ
け
て
堅
慧
と
曰
ひ
、
其
の
字
を
表
し
て
愚
翁
と
曰

ふ
。
老
人
既
に
西
歸
の
後
三
年
庚
申
春
、
翁
言こ
こ

に
舊
業
に
旋も
ど

り
、
紙
を
出
だ
し
て
予
に
命

じ
て
字
説
を
爲つ
く

ら
し
む
。
乃
ち
之
に
告
げ
て
曰
く
、
古
の
士 

愚
を
以
て
世
に
稱
せ
ら
る

る
者
多
し
。

武
子
は
愚
を
以
て
無
道
に
隱
れ
、
顏
子
淵
は
愚
を
以
て
陋
巷
に
樂
し
み
、

柳
刺
史
は
八
愚
を
以
て
不
遇
に
鳴
る
。
或
い
は
詐
り
て
愚
に
、
或
い
は
謙
に
し
て
愚
に
、

或
い
は
眞
に
し
て
愚
な
り
。
吾
皆
な
子
が
爲
に
取
ら
ず
。
惟
だ
夫
れ
慧
に
し
て
堅
に
匪
ざ

る
と
き
は
、
則
ち
狂
な
り
。
堅
に
し
て
慧
に
匪
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
頑
な
り
。
既
に
堅
に

し
て
慧
な
り
。
而
し
て
之
を
晦
す
る
に
愚
を
以
て
せ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
黠
な
り
。
既
に

晦
に
し
て
愚
な
り
。
而
し
て
之
を
燭
す
に
知
を
以
て
せ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
蔽
な
り
。
惟

だ
堅
と
慧
と
交こ
も

ご
も
資
し
、
愚
の
知
と
互
ひ
に
益
し
て
、
而
し
て
後 

吾
が
事
濟な

る
。

特
峯
老
人
（
特
峰
妙
奇
）
は
そ
の
子
（
愚
翁
堅
慧
）
の
字
号
に
﹁
愚
翁
﹂
と
名
付
け
、
そ
の

字
説
を
義
堂
に
求
め
て
い
る
。
義
堂
は
﹁
愚
﹂
に
つ
い
て
、
甯
兪
が
国
が
頽
廃
し
て
い
る
と

38太田 亨たて.indd   29 2009/10/08   19:32:12



太

　田

　
　
　亨

351（30）

き
に
は
自
ら
を
愚
と
し
た
こ
と
、
顔
回
が
自
ら
愚
と
し
て
狭
い
路
地
で
楽
し
ん
だ
こ
と
、
柳

宗
元
が
八
愚
を
詠
じ
て
不
遇
を
世
に
広
め
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
も
、
そ
れ
ら
の
愚
で
は
な

い
と
い
う
。
慧
と
堅
は
一
方
が
欠
け
て
い
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
両
方
を
有
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
く
ら
ま
す
と
き
は
自
ら
愚
と
し
、
表
す
と
き
に
は
知
を
も
っ
て
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
慧
と
堅
を
備
え
、
愚
と
知
を
互
い
に
必
要
に
応
じ
て
用
い
れ
ば
、
そ
の
後

こ
と
が
成
る
と
い
う
。
こ
こ
で
も
直
接
に
柳
宗
元
の
言
う
﹁
愚
﹂
よ
り
号
を
付
け
て
い
な
い

が
、﹁
愚
﹂
に
特
別
の
意
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

古
劔
妙
快
（
生
没
年
不
詳
）
は
﹁
愚
溪
﹂（﹃
了
幻
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

百
不
知
時
波
即
水
、
且
將
癡
兀
去
隨
流
。

可
憐
八
萬
四
千
偈
、
舌
相
滔
々
擧
未
休
。

百す
べ

て
時
を
知
ら
ず
と
も
波
は
即
ち
水
に
し
て
、
且
つ
將
に
癡
兀
と
し
て
去
り
て
流
れ
に
隨

は
ん
と
す
。
憐
む
べ
し
八
萬
四
千
偈
、
舌
相 

滔
々
と
し
て
擧
げ
て
未
だ
休
ま
ず
。

禅
僧
の
号
を
命
名
す
る
際
に
製
さ
れ
る
号
頌
で
あ
る
。
時
と
は
関
係
な
く
波
は
水
で
あ
り
、

ま
た
ゆ
っ
た
り
と
し
て
流
れ
に
従
お
う
と
す
る
。
憐
れ
む
べ
き
は
仏
の
教
え
で
あ
り
、
そ
の

説
法
は
次
か
ら
次
へ
と
休
み
無
く
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
愚
渓
の
絶
え
間
な
く
流
れ
出
る
水

に
禅
的
要
素
を
認
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
～
一
四
三
七
）
は
﹁
梅
花
野
処
記
﹂（﹃
東
海

華
集
﹄
三
）
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
嘗
與
客
、
往
造
于
梅
花
野
処
。
主
人
蓋
以
風
流
称
于
禅
林
者
也
。
有
客
問
焉
曰
、
梅

植
物
也
、
朝
市
山
林
、
唯
其
所
樹
。
特
表
之
以
野
、
曷
謂
也
耶
。
主
人

然
、
目
余
揖

之
。
余
曰
、
邵
伯
之
仁
及
甘
棠
、
柳
儀
曹
之
愚
及
山
水
、
其
将
亡
謂
而
言
之
耶
。
夫
遊

方
之
外
、
咸
野
徒
也
。
封
殖
焉
、

憩
焉
、
及
之
以
野
、

云
不
可
。

余
嘗
て
客
と
、
往
き
て
梅
花
野
処
に
造い
た

る
。
主
人 

蓋
し
風
流
を
以
て
禅
林
に
称
へ
ら
る

る
者
な
り
。
客
有
り
て
焉
を
問
ひ
て
曰
く
、
梅
の
植
物
た
る
や
、
朝
市
山
林
、
唯
だ
其
の

樹
う
る
所
。
特
に
之
を
表
す
に
野
を
以
て
す
る
は
、
曷な
ん

の
謂
は
れ
あ
る
や
、
と
。
主
人 

然
と
し
て
、
余
を
目
し
て
之
に
揖
す
。
余
曰
く
、
邵
伯
の
仁 

甘
棠
に
及
び
、
柳
儀
曹

の
愚 

山
水
に
及
ぶ
、其
れ
謂
は
れ
亡
き
を
将も
つ

て
之
を
言
は
ん
や
。
夫
れ
方
の
外
に
遊
ぶ
は
、

咸
く
野
徒
な
り
。
殖
を
封
じ
、
憩
を

じ
、
之
に
及
ぶ
に
野
を
以
て
す
。
な
ん

ぞ
不
可
と
云

は
ん
や
。

惟
肖
（
余
）
は
嘗
て
旅
人
と
﹁
梅
花
野
処
﹂
に
た
ど
り
着
い
た
。
主
人
は
風
流
で
禅
林
に
知

ら
れ
る
人
で
あ
っ
た
。
客
人
は
、
梅
は
植
物
で
あ
っ
て
朝
廷
や
市
場
及
び
山
林
に
あ
る
。
た

だ
植
え
る
と
こ
ろ
に
特
に
﹁
野
﹂
を
表
す
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
、
と
問
う

た
と
こ
ろ
、
主
人
は
惟
肖
に
答
え
を
求
め
た
。
惟
肖
は
、
召
伯
の
仁
義
が
甘
棠
に
お
い
て
称

揚
さ
れ
、
柳
宗
元
が
自
身
の
暗
愚
を
山
水
に
名
付
け
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
世
俗
を
離

れ
た
世
界
で
遊
ぶ
の
は
、
皆
野
の
人
で
あ
り
、
土
地
を
与
え
、
憩
い
を
宿
す
の
に
野
を
用
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、﹁
野
﹂
が
ど
う
し
て
よ
く
な
い
と
言
え
よ
う
か
、
と
理
由
を
述
べ
る
。

こ
こ
で
は
、
柳
宗
元
の
﹁
愚
﹂
に
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

江
西
龍
派
は
﹁
愚
谷
首
座
住
光
音
﹂（﹃
続
翠
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

濁
世
雖
與
塵
合
、
宗
門
称
独
醒
人
。
有
美
実
而
副
名
、
哂
柳
子
著
愚
渓
對
。

當
仁
以

補
処
、
聞
樹
神
喜
首
座
来
。

濁
世
に
塵
と
合
す
と
雖
も
、
宗
門 

独
醒
の
人
と
称
す
。
美
実
有
り
て
名
を
副そ

へ
、
柳
子

の
愚
渓
の
對
を
著
す
を
哂わ
ら

ふ
。
當
仁
に
　よ

り
て
以
て
処
を
補
ひ
、
樹
神
の
首
座
の
来
る
を

喜
ぶ
を
聞
く
。

江
西
は
愚
谷
契
智
が
光
音
寺
に
住
す
る
に
当
た
っ
て
疏
を
製
し
て
い
る
。﹃
楚
辞
﹄の﹁
漁
父
﹂

を
故
事
と
し
て
用
い
、
俗
世
に
お
い
て
俗
人
と
一
緒
で
あ
っ
て
も
、
宗
門
の
人
は
一
人
醒
め

て
汚
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
立
派
な
中
身
が
あ
っ
て
そ
こ
に
名
前
が
付
随
し
た
と
し
て
、
柳

宗
元
が
﹁
愚
渓
対
﹂
を
著
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
良
い
仁
に
よ
っ
て
必
要
な
任
が
補
わ
れ
た

と
し
て
、
木
霊
が
﹁
愚
﹂
を
以
て
名
付
け
ら
れ
た
愚
谷
首
座
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
る
と
い
う
。

愚
渓
は
柳
宗
元
が
自
ら
を
愚
と
み
な
し
て
修
養
に
務
め
、
自
然
と
融
合
し
た
佳
処
と
し
て
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高
く
評
価
は
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
柳
宗
元
自
身
が
宗
旨
を
体
得
し
た
と
は
考
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〈
他
の
柳
文
と
宗
旨
〉

柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
は
、
宗
旨
に
関
連
す
る
場
面
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
宗

旨
を
述
べ
る
場
面
は
主
に
﹁
字
説
﹂﹁
語
録
﹂﹁
疏
﹂
と
い
っ
た
諸
作
品
で
あ
る
。
義
堂
周
信

は
﹁
先
覺
説
﹂（﹃
空
華
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

瑞
鹿
瑞
上
人
、
謁
余
立
字
且
説
。
夫
瑞
者
、
嘉
祥
之
應
也
。
其
應
之
大
者
三
。
曰
天
瑞
、

曰
地
瑞
、
曰
人
瑞
。
⋮
（
中
略
）
⋮
曰
、
出
世
間
者
何
也
。
曰
、
莫
瑞
於
佛
。
佛
之
出

世
也
、
譬
之
瑞
應
華
。
夫
佛
之
爲
瑞
也
、
惟
克
先
覺
而
覺
後
覺
耳
。
苟
或
以
天
之
雨
華
、

地
之
震
吼
、
人
之
希
有
、
而
奇
之
譎
之
神
之
符
之
、
而
爲
瑞
焉
、
則
柳
子
所
謂
淫
巫
瞽

史
之
徒
也
。
非
所
以
爲
先
覺
者
也
矣
。
遂
字
曰
先
覺
而
爲
説
。

瑞
鹿
の
瑞
上
人
、
余
に
字
を
立
て
且
つ
説
を
謁こ

ふ
。
夫
れ
瑞
は
、
嘉
祥
の
應
し
る
し

な
り
。
其
の

應
の
大
な
る
者
三
あ
り
。
天
瑞
と
曰
ひ
、
地
瑞
と
曰
ひ
、
人
瑞
と
曰
ふ
。
⋮
（
中
略
）
⋮

曰
く
、
出
世
間
と
は
何
ぞ
や
、
と
。
曰
く
、
佛
よ
り
瑞
な
る
は
莫
し
。
佛
の
出
世
た
る
や
、

之
を
瑞
應
華
に
譬さ
と

る
。
夫
れ
佛
の
瑞
爲
る
や
、
惟
だ
克
く
先
覺
を
し
て
後
覺
を
覺さ
と

さ
し
む

る
の
み
。
苟
し
く
も
或
い
は
天
の
雨
華
、
地
の
震
吼
、
人
の
希
有
を
以
て
、
之
を
奇
と
し

之
を
譎
と
し
之
を
神
と
し
之
を
符
と
し
、
瑞
と
爲
す
は
、
則
ち
柳
子
の
所
謂
る
淫
巫
瞽
史

の
徒
な
り
。
先
覺
と
爲
す
所
以
の
者
に
非
ざ
る
な
り
。
遂
に
字
し
て
先
覺
と
曰
ひ
て
説
を

爲
る
。

円
覚
寺
瑞
鹿
山
の
瑞
上
人
が
義
堂
の
許
に
や
っ
て
き
て
説
を
請
う
て
い
る
。
義
堂
は
、
瑞
と

は
吉
祥
の
験
で
あ
り
、
天
と
地
と
人
の
大
き
く
三
つ
の
験
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
験

の
例
を
挙
げ
る
も
結
局
仏
よ
り
も
吉
祥
な
験
は
な
い
と
す
る
。
仏
が
世
に
現
れ
た
と
き
は
瑞

応
華
に
悟
る
こ
と
が
で
き
、
仏
の
吉
祥
の
験
は
、
た
だ
先
に
悟
っ
た
人
に
あ
っ
て
、
先
に
悟
っ

た
者
が
後
に
悟
る
べ
き
人
を
悟
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
る
と
い
う
。
天
地
人
の
特
異
な

現
象
を
霊
妙
な
こ
と
と
し
て
吉
祥
の
験
と
見
な
す
の
は
、柳
宗
元
が﹁
貞
符
﹂の
中
で
言
う﹁
み

だ
ら
な
巫
女
や
盲
の
楽
師
﹂
の
輩
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
、
先
覚
と
す
る
理
由
で
は
な
い
と

す
る
。
柳
宗
元
の
﹁
貞
符
﹂
に
も
唐
朝
の
符
瑞
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
義
堂
が
柳
文

を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

東
沼
周

は
﹁
文
渙
説
﹂（﹃
流
水
集
﹄
五
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

逮
於
唐
宋
、
雄
文
固
亦
多
矣
。
若
夫
韓
子
艶
発
、
其
圃
蓄
藻
、
柳
君
高
揚
、
其
足
躪
雲
、

欧
陽
氏
之
古
也
、
蘇
軾
氏
之
豪
也
、
鮮
天
葩
於
前
、
植
地
楨
於
後
。
然
而
是
皆
世
俗
人

文
所

、
而
非
吾
所
謂
禅
家
者
之
文
也
。

唐
宋
に
逮
び
、
雄
文 

固
に
亦
た
多
し
。
若
し
夫
れ
韓
子
の
艶
発
、
其
の
圃 

蓄
藻
し
、
柳

君
の
高
揚
、
其
の
足 

躪
雲
し
、
欧
陽
氏
の
古
や
、
蘇
軾
氏
の
豪
や
、
天
葩
を
前
に
鮮
や

か
に
し
、
地
楨
を
後
に
植
う
。
然し

か而
れ
ば
是
れ
皆
な
世
俗
の
人
文
の
ほ
こ

る
所
に
し
て
、
而

し
て
吾
が
所
謂
る
禅
家
者
の
文
に
非
ざ
る
な
り
。

唐
宋
に
な
る
と
雄
壮
な
文
章
が
多
く
な
っ
た
と
し
、
著
名
文
人
の
特
徴
を
挙
げ
て
い
る
。
韓

愈
の
光
り
輝
く
文
章
は
、ま
る
で
野
に
き
ら
び
や
か
な
花
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

柳
宗
元
の
高
揚
あ
る
文
章
は
、
足
が
雲
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
で
あ
る
。
欧
陽
修
の
古
を
尊
ん

だ
文
章
、
蘇
軾
の
豪
放
な
文
章
は
前
に
倣
っ
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
後
に
土
台
と
な
る
範

を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
皆
世
俗
の
文
化
が
誇
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
禅
者
が

書
く
文
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
面
で
は
、
柳
宗
元
の
文
章
は
禅
家
が
体
得
す
べ
き
文
章

で
は
な
い
と
す
る
も
、
中
国
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

惟
肖
得
巌
は
﹁
惟
肖
和
尚
住
五
山
之
上
瑞
龍
山
太
平
興
国
南
禅
禅
寺
語
録
﹂（﹃
東
海

華

集
﹄
一
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

伏
惟
、
大
功
徳
主
某
、
確
乎
植
中
、
温
然
彰
外
。
寔
細
川
氏
之

角
、
京
兆
公
之
鳳
毛
、

小
試
才
出
毫
末
之
余
、
輿
論
已
推
棟
梁
之
任
。
冀
保
百
年
之
寿
、
益
昌
三
世
之
伝
。
至

祝
、
又
惟
、
東
西
列
刹
、
龍
象
臨
筵
、
迫
于
命
厳
、
犯
柳
柳
州
黔
驢
之
戒
、
伏
賜
恕
容
。

伏
し
て
惟
ふ
、
大
功
徳
の
主
某
、
植
中
に
確
乎
と
し
、
温
然
と
し
て
外
に
彰
す
。
寔
ま
こ
と
に
細
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川
氏
の

角
、
京
兆
公
の
鳳
毛
に
し
て
、
小
試
に
才
わ
づ
か
に
毫
末
の
余
を
出
し
、
輿
論 

已
に

棟
梁
の
任
に
推
す
。
冀
こ
ひ
ね
がは

く
は
百
年
の
寿
を
保
ち
、
益
ま
す
三
世
の
伝
を
昌
ん
に
せ
ん
こ

と
を
。
至
祝
、
又
た
惟
ふ
、
東
西
の
列
刹
、
龍
象
臨
筵
し
、
命
厳
を
迫
り
、
柳
柳
州
の
黔

驢
の
戒
を
犯
す
も
、
伏
し
て
恕
容
を
賜
る
。

大
功
徳
主
で
あ
る
某
は
、
集
団
の
中
で
毅
然
と
し
、
穏
や
か
な
さ
ま
が
外
に
表
れ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
細
川
氏
の
中
で
も
希
有
の
存
在
で
あ
り
、
京
兆
公
に
劣
ら
な
い
素
質
を
有
し
て
い

る
。
考
試
で
始
め
て
そ
の
片
鱗
を
現
し
、
す
で
に
世
の
中
で
は
国
の
中
心
的
人
物
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。
久
し
く
存
命
し
、
三
代
目
と
し
て
益
々
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
。
こ
の
上

な
く
お
祝
い
す
る
に
、
東
西
の
各
寺
院
は
、
学
徳
勝
れ
た
人
物
が
臨
ま
れ
る
に
当
た
り
、
自

分
の
無
力
さ
故
に
辱
め
を
受
け
る
こ
と
を
あ
え
て
犯
し
な
が
ら
、
伏
し
て
ご
寛
容
を
賜
る
、

と
あ
る
。
柳
宗
元
は
﹁
黔
驢
﹂
の
中
で
、
黔
の
地
に
は
驢
が
お
ら
ず
、
虎
は
驢
を
見
て
神
と

し
恐
れ
て
い
た
が
、
あ
る
時
驢
が
怒
っ
て
虎
を
蹴
っ
た
と
こ
ろ
、
虎
は
驢
の
力
量
を
察
し
殺

し
て
食
べ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
言
う
﹁
黔
驢
の
戒
﹂
は
、
自
分
の
技
量
を
わ
き
ま
え
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
で
あ
る
。

心
華
元
棣
（
生
没
年
不
詳
）
は
﹁
竺
文
首
坐
住
妙
光
寺
﹂（﹃
業
鏡
臺
﹄））
で
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

古
徳
生
縁
相
符
、
宜
逐
文
關
西
布
裙
臭
。
先
師
緒
業
克
纉
、
敢

柳
河
東
鐵
鑪
辞
。

古
徳
の
生
縁 

相
符
し
、
宜
し
く
文
關
西
の
布
裙
の
臭
を
逐
ふ
べ
し
。
先
師
の
緒
業 
克
く

纉つ

ぎ
、
敢
へ
て
柳
河
東
の
鐵
鑪
の
辞
を

ぢ
ん
や
。

古
の
徳
の
高
い
人
と
の
因
縁
と
一
致
す
る
に
は
、
真
浄
克
文
に
よ
る
宗
旨
を
継
承
す
る
の
が

良
い
と
す
る
。
ま
た
先
哲
者
の
多
く
の
成
果
を
苦
労
し
て
継
承
し
、柳
宗
元
の
﹁
鉄
炉
歩
志
﹂

の
言
葉
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
す
る
と
も
い
う
。﹁
鉄
炉
歩
志
﹂
に
は
、
地
名
と
同
様
に
鉄
を

鍛
え
る
も
の
が
住
ん
で
い
た
が
、
鉄
が
と
れ
な
く
な
り
彼
ら
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

地
名
を
見
て
そ
の
地
に
や
っ
て
き
て
も
、
何
も
得
る
こ
と
が
な
く
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
が
無
く
名
ば
か
り
で
は
他
者
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
。
竺
文
首
座
が
妙
光
寺
に
住
す
る
に
あ
た
り
、
先
人
の
意
志
だ
け
で
な
く
本
質
を

継
承
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

曇
仲
道
芳
（
一
三
六
七
～
一
四
〇
九
）
は
﹁
深
雲
岫
住
越
中
妙
長
寺
諸
山
﹂（﹃
曇
仲
遺
藁
﹄）

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

起
謝
太
傅
於
東
山
、
衆
心
惟
賴
。
比
柳
儀
曹
於
越
雪
、
師
道
益
尊
。
翕
然
推
之
挽
之
、

斯
以
遠
者
大
者
。

謝
太
傅
を
東
山
よ
り
起
こ
し
、
衆
心 

惟
だ
賴
る
。
柳
儀
曹
を
越
雪
に
比
し
、
師
道 

益
ま

す
尊
ぶ
。
翕
然
と
し
て
之
を
推
し
之
を
挽ひ

く
に
、
斯
れ
遠
者
大
者
を
以
て
す
。

謝
安
は
東
山
に
隠
棲
し
て
宮
仕
え
し
な
か
っ
た
が
、多
く
人
の
要
望
に
よ
っ
て
大
臣
と
な
り
、

柳
宗
元
は
﹁
答
韋
中
立
論
師
道
書
﹂
で
師
道
を
尊
ぶ
に
あ
た
り
、
自
身
を
気
候
の
温
暖
な
越

地
方
に
稀
に
降
っ
た
雪
（
異
端
視
さ
れ
る
賢
者
）
に
な
ぞ
ら
え
た
。
こ
れ
ら
の
故
事
よ
り
、

一
致
団
結
し
て
推
し
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
先
導
者
に
志
の
遠
大
な
者
を
用
い
る
べ
き
で

あ
り
、
雲
岫
□
深
こ
そ
相
応
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

江
西
龍
派
は
﹁
南
宗
住
安
国
﹂（﹃
続
翠
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

小
草
遠
志
、

隆
誣
人
以
言
。
老
芋
伏
神
、
柳
子
憤
世
為
弁
。

小
草
遠
志
、
隆 

人
を
誣し
ひ

る
に
言
を
以
て
す
。
老
芋
伏
神
、柳
子 

世
を
憤
る
に
弁
を
為
す
。

﹃
世
説
新
語
﹄﹁
排
調
﹂
で
は
、一
つ
の
薬
草
に
小
草
と
遠
志
の
名
前
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

隆
が
単
な
る
詞
遊
び
で
人
を
は
か
っ
た
故
事
を
載
し
、
柳
文
巻
十
八
﹁
辨
伏
神
文
﹂
で

は
、
薬
の
伏
神
が
実
は
老
芋
で
あ
っ
た
と
し
て
、
柳
宗
元
は
世
を
憤
っ
て
弁
を
製
し
た
と
言

う
。
こ
こ
で
は
南
宗
士
綱
に
名
ば
か
り
で
な
く
実
を
伴
う
こ
と
こ
そ
大
事
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
。

江
西
龍
派
は
﹁
心
学
住

山
﹂（﹃
続
翠
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

顔
淵
具
體
、
見
鋳
人
之
模
甚
奇
。
韓
愈
抗
詞
、
知
咲
師
之
弊
難
救
。

顔
淵
は
體
を
具
へ
、
鋳
人
の
模
の
甚
だ
奇
な
る
を
見
る
。
韓
愈
は
詞
に
抗
あ
ら
が
ひ
、
咲
師
の
弊

の
救
ひ
難
き
を
知
る
。
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顔
淵
は
物
事
の
基
本
を
備
え
、
鍛
冶
の
型
が
甚
だ
素
晴
ら
し
い
の
を
見
、
韓
愈
は
時
の
流
言

に
逆
ら
い
、
師
を
笑
う
こ
と
の
弊
害
が
救
い
よ
う
の
な
い
こ
と
を
知
る
と
あ
る
。
先
人
の
教

え
を
忠
実
に
守
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
韓
愈
の
故
事
は
柳
宗
元
の
﹁
韋

中
立
に
答
ふ
る
書
﹂に﹁
今
之
世
不
聞
有
師
。
独
韓
愈
不
顧
流
俗
犯
笑
侮
。
収
召
後
学
作
師
説
、

因
抗
顔
為
師
云
々
。﹂（
柳
子
厚
の
韋
中
立
に
答
ふ
る
書
に
云
ふ
、今
の
世 

師
有
る
を
聞
か
ず
。

独
り
韓
愈
の
み
流
俗
を
顧
み
ず
笑
侮
を
犯
す
。
後
学
を
収
め
召
し
師
説
を
作
し
、
因
り
て
抗

顔
し
て
師
と
為
す
云
々
。）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。

江
西
龍
派
は
﹁
岩
叟
霖
首
座
住
賀
之
福
聖
﹂（﹃
続
翠
稿
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

題
慈
恩
塔
、
憶
昔
遊
之
盛
時
。
蔵
善
和
書
、
在
故
家
之
文
献
。

慈
恩
塔
に
題
し
て
、
昔
遊
の
盛
時
を
憶
ふ
。
善
和
の
書
を
蔵
し
て
、
故
家
の
文
献
に
在
り
。

下
二
句
で
は
岩
叟
貲
霖
が
立
派
な
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
家
の

文
献
に
あ
る
と
し
、
そ
の
典
拠
を
柳
文
巻
三
十
﹁
寄
許
孟
容
書
﹂
に
﹁
家
有
賜
書
三
千
巻
、

尚
在
善
和
里
旧
宅
、
書
存
亡
不
可
知
。﹂（
家
に
賜
書
三
千
巻
有
り
、
尚
ほ
善
和
里
旧
宅
に
在

り
、
書
の
存
亡
知
る
べ
か
ら
ず
。）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。

柳
宗
元
の
作
品
は
、
宗
旨
を
述
べ
る
場
面
や
禅
院
の
公
的
法
語
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
禅
僧
の
教
養
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

四
、
種
種
の
場
面
と
柳
宗
元

禅
僧
は
柳
宗
元
の
言
を
種
種
の
場
面
で
引
用
し
て
い
る
。
義
堂
周
信
は
﹁
題
智
舟
居
士
書

金
剛
經
後
﹂（﹃
空
華
集
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
古
士
大
夫
、
結
交
於
吾
佛
氏
之
徒
、
其
死
生

離
之
際
、
聲
於
詞
翰
而
些
者
、
若
柳

州
聞
徹
上
人
亡
寄
楊
侍
郎
詩
曰
、
空
華
一
散
不
知
處
、
誰
采
金
英
與
侍
郎
、
又
東
坡
哭

郷
僧
文
長
老
云
、
欲
向
錢
塘
訪
圓
澤
、
葛
洪
川
畔
待
秋
深
。
此
皆
一
死
一
生
見
交
情
耳
。

智
舟
居
士
道
勝
爲
童
時
、
從
演
宗
講
師
、
受
三
教
之
訓
。
師
亡
後
、
得
其
遺
書
、
背
寫

金
剛
經
一
卷
用
酬
教
授
之
徳
。

古
よ
り
士
大
夫
、
交
を
吾
が
佛
氏
の
徒
に
結
び
、
其
の
死
生

離
の
際
に
、
詞
翰
に
聲
し

て
些
す
る
者
な
れ
ば
、
柳
州
が
徹
上
人
の
亡
す
る
を
聞
き
て
楊
侍
郎
に
寄
す
る
詩
に
、
空

華
一
た
び
散
じ
て
處
を
知
ら
ず
、
誰
か
金
英
を
采
り
て
侍
郎
に
與
へ
ん
、
と
曰
ひ
、
又
た

東
坡
が
郷
僧
文
長
老
を
哭
し
て
、
錢
塘
に
向
か
ひ
て
圓
澤
を
訪
ね
ん
と
欲
し
、
葛
洪 

川

畔 

秋
の
深
ま
る
を
待
つ
、
と
云
ふ
が
若
し
。
此
れ
皆
な
一
死
一
生 

交
情
を
見
る
の
み
。

智
舟
居
士 

道
勝
に
童
爲
り
し
時
、
演
宗
講
師
に
從
ひ
て
、
三
教
の
訓
を
受
く
。
師
の
亡

き
の
後
、
其
の
遺
書
を
得
、
背
に
金
剛
經
一
卷
を
寫
し
て
用
て
教
授
の
徳
に
酬
ゆ
。

古
よ
り
官
僚
は
仏
氏
と
交
流
し
、
そ
の
死
生
・
別
離
の
時
に
当
た
り
、
詩
文
を
製
し
、
挽
歌

を
詠
む
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
柳
宗
元
が
﹁
聞
徹
上
人
亡
寄
侍
郎
楊
丈
﹂
詩
に

﹁
空
華
一
散
不
知
處
、
誰
采
金
英
與
侍
郎
﹂（
空
華
一
た
び
散
じ
て
處
を
知
ら
ず
、
誰
か
金
英

を
采
り
て
侍
郎
に
與
へ
ん
）
と
詠
じ
、
蘇
軾
が
﹁
過
永
樂
文
長
老
已
卒
﹂
詩
に
﹁
欲
向
錢

塘
訪
圓
澤
、
葛
洪
川
畔
待
秋
深
﹂（
錢
塘
に
向
か
ひ
て
圓
澤
を
訪
ね
ん
と
欲
し
、
葛
洪 

川
畔 

秋
の
深
ま
る
を
待
つ
）
と
詠
じ
て
い
る
。
智
舟
居
士
は
道
勝
寺
で
僧
童
で
あ
っ
た
時
、
演
宗

講
師
に
三
教
の
教
え
を
受
け
、
師
が
示
寂
し
て
後
、
其
の
遺
書
の
書
背
に
金
剛
経
一
巻
を
写

し
て
教
授
の
恩
に
報
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
柳
宗
元
も
仏
氏
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
想

起
し
、
そ
の
作
品
を
引
用
し
て
い
る
。

心
華
元
棣
は
﹁
送
正
仲
東
隱
二
上
人
回
京
唱
和
詩
序
﹂（﹃
業
鏡
臺
﹄）
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

孔
孟
老
莊
而
降
、
屈
、
賈
、
董
、
馬
、
楊
、
班
、
崔
、
蔡
、
韓
吏
部
、
柳
儀
曹
、
歐
陽

修
、
司
馬
光
、
二
程
、
三
蘇
、
凡
此
諸
家
、
或
史
傳
、
或
比
興
、
更
相
祖
述
。
瓏

其

聲
、
其
爲
書
也
、
汗
牛
馬
充
棟
宇
、
惜
乎
不
及
西
方
聖
人
采
甄
、
而
爲
東
土
唖
羊
所
擯

棄
也
。
物
之
不
幸
、
莫
此
之
甚
。

孔
孟
老
莊
あ
り
て
降よ

り
、
屈
、
賈
、
董
、
馬
、
楊
、
班
、
崔
、
蔡
、
韓
吏
部
、
柳
儀
曹
、

歐
陽
修
、
司
馬
光
、
二
程
、
三
蘇
、
凡
そ
此
の
諸
家
、
或
い
は
史
傳
、
或
い
は
比
興
、
更

ご
も
相
祖
述
す
。
瓏

た
る
其
の
聲
、
其
の
書
爲
る
や
、
牛
馬
を
汗
し
棟
宇
に
充
つ
る
も
、
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惜
し
い
か
な
西
方
の
聖
人
の
采
甄
に
及
ば
ず
、
而
し
て
東
土
唖
羊
の
擯
棄
す
る
所
と
爲
る

な
り
。
物
の
不
幸
は
、
此
れ
之
よ
り
甚
だ
し
き
は
莫
し
。

孔
孟
老
荘
よ
り
降
り
、
諸
家
が
史
傳
、
比
興
を
製
し
、
先
人
の
説
を
受
け
継
い
で
述
べ
て
い

る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
イ
ン
ド
で
は
採
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
国
で
は
愚
昧
の
僧
の
退

け
捨
て
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
心
華
は
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
物
の
不
幸
は
こ
れ
よ
り

甚
だ
し
い
も
の
は
な
い
と
い
う
。
柳
宗
元
の
作
品
も
禅
者
が
読
む
に
値
す
る
作
品
と
認
め
ら

れ
て
お
り
、
中
世
禅
林
の
中
で
詩
文
作
品
を
肯
定
す
る
傾
向
が
窺
え
る
。

惟
忠
通
恕
（
？
～
一
四
二
九
）
は
﹁
讀
柳
々
州
乞
巧
文
﹂（﹃
雲
壑
猿
吟
﹄）
で
次
の
よ
う

に
詠
ん
で
い
る
。

柳
子
才
名
自
古
傳
、
區
々
底
事
訴
秋
天
。

天
孫
機
上
紅
雲
錦
、
不
及
先
生
乞
拙
篇
。

柳
子
の
才
名 

古
よ
り
傳
は
る
、
區
々 

底な
に
ご
と事

ぞ
秋
天
に
訴
ふ
。
天
孫
の
機
上 

紅
雲
の
錦
も
、

先
生
の
拙
を
乞
ふ
篇
に
及
ば
ず
。

惟
忠
は
柳
宗
元
の
﹁
乞
巧
文
﹂
を
読
ん
だ
感
懐
を
詠
出
し
て
い
る
。﹁
乞
巧
﹂
は
本
来
七
夕

祭
り
に
、
牽
牛
・
織
姫
の
二
星
を
祭
り
、
女
児
が
五
色
の
糸
を
捧
げ
て
手
芸
の
上
達
を
祈
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
文
巻
十
八
﹁
乞
巧
文
﹂
に
お
い
て
、
柳
宗
元
は
自
分
の
世
渡
り

下
手
を
嘆
き
、
巧
み
に
な
る
こ
と
を
祈
る
も
、
天
よ
り
自
分
が
正
し
い
と
思
う
よ
う
に
生
き

る
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
惟
忠
は
、
柳
宗
元
の
才
能
と
名
声
は
古
よ
り
伝

わ
っ
て
い
る
、
つ
と
め
て
秋
の
空
に
訴
え
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
織
姫
星
が
機
の
上
で
織
っ

た
紅
色
の
雲
の
錦
も
、
柳
先
生
の
拙
さ
を
乞
う
た
作
品
に
は
及
ば
な
い
、
と
柳
宗
元
が
自
ら

の
不
遇
か
ら
世
渡
り
の
巧
み
さ
を
乞
う
た
﹁
乞
巧
文
﹂
を
賛
し
て
い
る
。

惟
忠
通
恕
は
さ
ら
に
﹁
讀
柳
宗
元
乞
巧
文
﹂（﹃
雲
壑
猿
吟
﹄）
を
詠
ん
で
い
る
。

天
孫
其
奈
柳
君
何
、
乞
巧
篇
成
恨
已
多
。

萬
死
投
荒
渾
不
管
、
詞
源
獨
欲
倒
野
河
。

天
孫 

其
れ
柳
君
を
奈
何
せ
ん
、
乞
巧
篇
成
り
て
恨
み
已
に
多
し
。
萬
死 

投
荒 

渾
べ
て
管か
か

は
ら
ず
、
詞
源 

獨
り
野
河
を
倒
に
せ
ん
と
欲
す
。

こ
こ
で
も
、
織
姫
星
は
柳
宗
元
を
一
体
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
巧
み
を
乞
う
て
篇
が
成

立
し
て
も
恨
み
が
既
に
多
大
で
あ
る
。
生
命
を
投
げ
出
し
て
遠
く
に
追
い
や
ら
れ
て
も
関
係

な
く
、
柳
宗
元
の
文
詞
を
生
み
出
す
源
は
止
め
ど
な
く
流
出
（
詠
出
）
し
、
ひ
と
り
野
と
河

を
逆
さ
ま
に
し
よ
う
と
す
る
、と
詠
ん
で
い
る
。惟
忠
は
自
身
の
不
遇
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、﹁
乞

巧
文
﹂
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

東
沼
周

は
﹁
文
星
﹂（﹃
流
水
集
﹄
三
）
で
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

有
美
一
人
星
応
之
、
紫
微
西
畔
製
文
詞
。

白
頭
添
白
柳
州
柳
、
不
賜
天
孫
五
色
糸
。

美
し
き
一
人
有
り 

星
之
に
応
ず
、紫
微 

西
畔 

文
詞
を
製
す
。白
頭 

白
を
添
ふ 

柳
州
の
柳
、

天
孫
に
五
色
糸
を
賜
は
ら
ず
。

東
沼
も
﹁
乞
巧
文
﹂
を
踏
ま
え
て
い
る
。
一
人
の
才
能
優
れ
た
青
年
が
あ
り
、
そ
れ
に
星
が

応
じ
、
王
宮
の
西
で
文
章
を
製
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
白
髪
交
じ
り
の
柳
州
の
柳

宗
元
で
あ
り
、
彼
は
天
子
よ
り
五
色
の
糸
を
賜
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

邵
菴
全
雍
（
生
没
年
不
詳
）
は
﹁
読
柳
子
厚
慶
雲
図
詩
﹂（﹃
邵
菴
老
人
詩
﹄）
で
次
の
よ

う
に
詠
ん
で
い
る
。

一
朶
当
空
五
彩
濃
、
柳
州
刺
史
巧
形
容
。

明
時
際
会
豈
無
意
、
佳
気
欝

従
袞
龍
。

一
朶 

空
に
当
り
て
五
彩
濃
こ
ま
や

か
に
、
柳
州
刺
史 

形
容
巧
み
な
り
。
明
時
の
際
会 

豈
に
意
無

か
ら
ん
や
、
佳
気 

欝

と
し
て
袞
龍
に
従
ふ
。

こ
こ
で
邵
菴
は
柳
文
巻
四
十
三
﹁
省
試
観
慶
雲
図
詩
﹂
を
読
ん
だ
感
懐
を
詠
出
し
て
い
る
。

一
塊
り
の
雲
は
空
に
あ
っ
て
五
色
鮮
や
か
に
た
な
び
き
、
柳
宗
元
は
そ
れ
を
巧
み
に
形
容
し

た
。
世
が
安
泰
の
時
に
偶
然
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
が
、何
か
意
が
有
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

優
れ
た
気
が
盛
ん
に
溢
れ
、
龍
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
、
と
詩
の
内
容
を
踏
ま
え
て
詠

ん
で
い
る
。
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東
沼
周

は
﹁
送
琪
公
上
人
遊
四
州
五
台
序
﹂（﹃
流
水
集
﹄
四
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。詰

朝
将
南
、
歴
福
原
旧
都
、
観
淡
路
之
孤
島
、
下
鳴
渡
、
窮
勝
浦
、
遂
以
詣
于
五
台
。

子
寧
可
無
贈
言
乎
。
曰
、
昔
文
暢
遊
五
台
、
主
丈
擔
月
、
上
人
其
慕
文
者
歟
。
柳
子
作

序
壮
其
行
、
英

奪
昏
、
予
其
慕
柳
者
歟
。
於
是
書
而
授
之
。

詰
朝 

将
に
南
せ
ん
と
し
、
福
原
の
旧
都
を
歴
、
淡
路
の
孤
島
を
観
、
鳴
渡
を
下
り
、
勝

浦
を
窮
め
、
遂
に
以
て
五
台
に
詣い
た

る
。
子 

寧な
ん

ぞ
贈
言
無
か
る
べ
け
ん
や
。
曰
く
、
昔 

文

暢
は
五
台
に
遊
び
、
主
丈
擔
月
、
上
人
は
其
れ
文
を
慕
ふ
者
か
。
柳
子
は
序
を
作
し
て
其

の
行
を
壮
ん
に
す
。英

奪
昏
、予
は
其
れ
柳
を
慕
ふ
者
か
。是
に
於
て
書
し
て
之
を
授
く
。

東
沼
は
琪
公
上
人
が
五
台
山
に
遊
び
に
行
く
の
を
送
っ
て
い
る
。
贈
る
言
葉
が
無
く
て
も
良

い
の
か
と
問
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
昔
文
暢
上
人
が
五
台
山
に
遊
び
、
杖
で
月
を
か
つ
ぐ
よ
う
に

風
流
で
あ
り
、
琪
公
上
人
は
文
暢
上
人
を
慕
う
者
で
あ
る
と
し
、
柳
宗
元
が
そ
れ
に
対
し
て

製
し
た
﹁
送
文
暢
上
人
登
五
台
遂
遊
河
朔
序
﹂（
柳
文
巻
二
十
五
）
は
、
花
が
暗
き
よ
り
光

を
放
つ
よ
う
に
立
派
な
文
章
で
あ
り
、
東
沼
は
柳
宗
元
を
慕
う
者
で
あ
る
と
す
る
。
東
沼
は

﹁
五
台
山
﹂﹁
上
人
﹂﹁
序
﹂
の
語
か
ら
巧
み
に
柳
宗
元
の
作
品
を
想
起
し
て
い
る
。

中
期
禅
僧
は
各
種
の
場
面
に
応
じ
て
柳
宗
元
の
作
品
を
想
起
し
、作
品
に
詠
出
し
て
い
る
。

禅
僧
間
に
柳
文
作
品
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
柳
宗
元
の
作
品
研
究

中
期
禅
僧
が
柳
文
を
評
価
し
、
種
種
の
場
面
で
引
用
で
き
る
の
も
柳
文
読
解
が
浸
透
し
て

い
た
証
拠
と
言
え
る
。
中
期
禅
僧
が
柳
文
講
義
を
行
っ
て
い
た
記
録
と
し
て
、﹃
臥
雲
日
件

録
抜
尤
﹄
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
十
月
二
十
五
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

東
禅
景
南
来
訪
。（
省
略
）
又
問
、曾
在
心
華
席
下
、聴
講
何
書
耶
。
南
曰
、杜
詩
・
柳
文
・

蒲
室
集
、
又
略
講
大
恵
書
云
々
。

東
禅
景
南 

来
訪
す
。（
省
略
）
又
問
ふ
、﹁
曾
て
心
華
の
席
下
に
在
り
し
と
き
、
何
れ
の

書
を
聴
講
す
る
や
。﹂
と
。
南
曰
く
、﹁
杜
詩
・
柳
文
・
蒲
室
集
、
又
略ほ

ぼ
大
恵
の
書
を
講

ず
云
々
。﹂
と
。

景
南
英
文
（
一
三
六
五
～
一
四
五
四
）
は
、
昔
時
、
心
華
元
棣
の
講
義
を
受
け
て
お
り
、
心

華
の
講
義
と
し
て
杜
詩
・
柳
文
・﹃
蒲
室
集
﹄・﹃
大
恵
書
﹄
を
挙
げ
て
い
る
。

心
華
以
降
、
太
白
真
玄
も
﹃
柳
文
抄
﹄
を
製
し
て
い
た
こ
と
が
﹃
五
山
書
目
﹄（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
成
立
と
し
て
は
後
期
（
応
仁
の
乱
頃
～
室
町

時
代
末
期
）
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
﹃
柳
文
抄
﹄（
両
足
院
所
蔵
）
が
製
さ
れ
て
い
る
。
両

足
院
本
﹃
柳
文
抄
﹄
に
は
、
江
西
龍
派
と
惟
肖
得
巌
を
始
め
と
す
る
中
期
禅
僧
の
柳
文
解
釈

が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
柳
文
を
支
持
し
た
記
事
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る

１
、昔
老
僧
爾
。
无
因
云
、日
本
人
ハ
柳
文
ヲ
ハ
可
学
。
韓
文
ヲ
ハ
不
レ
可
二
学
而
至
一
。（﹁
序
﹂）

２
、
雲
渓
和
尚
云
、
上
手
ト
云
ト
モ
、
日
本
人
ハ
柳
子
厚
カ
ラ
ナ
ラ
テ
ハ
文
章
ヲ
發
得
セ
マ

イ
也
。（
巻
二
十
一
﹁
濮
陽
呉
君
文
集
序
﹂）

無
因
宗
因
（
一
三
二
六
～
一
四
一
〇
）
や
雲
渓
支
山
（
一
三
三
〇
～
一
三
九
一
）
も
、
日
本

人
な
ら
ば
柳
文
を
学
ぶ
こ
と
が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も﹃
柳
文
抄
﹄

に
は
義
堂
周
信
・
在
先
希
譲
（
一
三
三
五
～
一
四
〇
三
）・
伯
英
徳
俊
（
？
～
一
四
〇
三
）・

東
漸
健
易
（
一
三
四
四
～
一
四
二
三
）・
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
一
～
一
四
二
四
）・
慶
仲
周
賀

（
一
三
六
三
～
一
四
二
五
）・
勝
剛
長
柔
（
？
～
一
四
五
六
）・
東
岩
（
生
没
年
未
詳
）
等
の

名
だ
た
る
中
期
禅
僧
の
解
釈
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
期
禅
僧
の
柳
文
解
釈
は
、﹃
柳
文
抄
﹄
の
み
で
は
な
く
、
五
山
版
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
﹃
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
﹄
の
書
き
入
れ
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。

中
期
に
お
い
て
多
く
の
禅
僧
が
柳
文
解
釈
に
苦
辛
し
て
い
た
と
言
え
よ
う②
。

ま
と
め

以
上
、
中
期
禅
僧
が
柳
宗
元
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
詠
出
し
た
作
品
、
さ
ら
に
当
期
の

柳
文
解
釈
の
状
況
を
見
て
き
た
。
総
じ
て
以
下
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
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①
、
初
期
に
較
べ
て
柳
宗
元
の
人
物
に
つ
い
て
深
く
追
究
し
て
い
る
。

②
、
柳
宗
元
の
作
品
が
画
図
の
対
象
と
な
り
、
賛
詩
が
付
さ
れ
て
い
る
。

③
、
柳
宗
元
の
禅
と
の
関
係
を
認
め
な
が
ら
も
、
宗
旨
会
得
に
は
今
一
歩
及
ん
で
い
な

い
と
す
る
。

④
、
多
く
の
禅
僧
が
柳
文
の
解
釈
を
追
究
し
、
講
義
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
の
文
章
評
価
や
交
友
関
係
、
経
歴
の
詳
細
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ら
は
柳
文
集
に
掲
載
さ
れ
る
伝
記
や
序
、
唐
書
等
の
史
書
に
お
け
る
柳
宗
元

に
関
す
る
事
項
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
の
よ
う
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
の
﹁
江
雪
﹂
詩
と
柳
宗
元
が
好
ん
だ
愚
渓
が
、
そ
の
主
対
象
と

な
っ
て
い
た
。
画
図
は
中
期
よ
り
盛
行
・
流
布
し
て
お
り
、
山
水
詩
人
と
し
て
名
高
い
柳
宗

元
の
作
品
も
着
目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
に
つ
い
て
は
、
字
説
や
号
頌
の
中
に
柳
宗
元
作
品
か
ら
の
引
用
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
用
例
の
全
て
に
わ
た
り
、
禅
の
宗
旨
を
認
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
作
品

を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
柳
宗
元
自
身
は
悟
り
に
至
っ
て
い
な
い
と
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
作
品
に
対
す
る
考
究
が
進
み
、
客
観
的
に
柳
宗
元
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

④
に
つ
い
て
は
極
め
て
多
く
の
禅
僧
が
柳
文
解
釈
に
携
わ
っ
て
い
た
。
柳
宗
元
に
関
す
る

事
項
は
、
禅
僧
の
作
品
上
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
研
究
の
対
象
と

し
て
は
広
く
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

中
期
禅
僧
の
詩
文
に
表
れ
る
柳
宗
元
に
つ
い
て
、
初
期
か
ら
通
じ
て
見
た
場
合
、
柳
宗
元

の
作
品
毎
の
理
解
が
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
前
述
の
特
徴

④
に
示
す
よ
う
に
、
柳
宗
元
の
文
章
が
高
く
評
価
さ
れ
、
禅
僧
か
ら
愛
玩
さ
れ
た
こ
と
に
起

因
し
よ
う
。

な
ぜ
柳
宗
元
の
作
品
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
愛
玩
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
章
の
名
手
と

し
て
は
韓
愈
の
名
も
高
い
が
、
韓
愈
の
作
品
を
考
究
し
た
痕
跡
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

イ
、
韓
愈
の
文
章
は
法
度
が
な
く
複
雑
な
構
成
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
柳
宗
元
の
文

章
は
法
度
が
あ
り
分
か
り
や
す
い
構
成
を
し
て
い
る
た
め
。

ロ
、
韓
愈
は
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
、
柳
宗
元
は
禅
宗
に
帰
依
し
て
い
る
た

め
。

ハ
、
韓
愈
の
詩
は
読
む
に
値
し
な
い
も
の
が
多
い
が
、
柳
宗
元
の
詩
は
非
常
に
優
れ
て

い
る
た
め
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
柳
宗
元
の
受
容
は
初
期
に
も
増
し
て
深
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る③
。

柳
宗
元
作
品
に
関
す
る
引
用
は
禅
僧
の
詩
文
上
に
は
さ
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の

背
後
に
は
多
く
の
禅
僧
が
こ
ぞ
っ
て
読
解
・
研
究
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

①
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
の
研
究
︱
初
期
の
場
合
︱
﹂（﹃
中
国
古
典

文
学
研
究
﹄
第
五
号
　
二
〇
〇
七
）

②
拙
稿
﹁
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
︱
そ
の
過
程
と
問
題
点
︱
﹂（﹃
愛
媛
大
学

教
育
学
部
紀
要
﹄
第
五
十
五
巻
　
二
〇
〇
八
）

③
拙
稿
﹁
柳
宗
元
を
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
︱
韓
愈
と
の
比
較
︱
﹂（﹃
漢
籍
と
日
本
人
２
﹄︿﹃
ア

ジ
ア
遊
学
﹄
第116

号
﹀　
二
〇
〇
八
）
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